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北
朝
鮮
に
よ
る
邦
人
拉
致
被
害
者
の
調
査
に
係
る
報
告
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
五
月
二
十
九
日
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
行
わ
れ
た
日
朝
協
議
に
お
い
て
、
北
朝
鮮
は
「
拉
致
問
題
は

解
決
済
み
」
と
し
て
き
た
従
来
の
立
場
を
変
え
、
「
日
本
人
に
関
す
る
全
て
の
問
題
を
解
決
す
る
」
と
の
立
場
に
転
換
し
、
誠

実
な
調
査
を
行
う
こ
と
を
、
両
国
政
府
は
文
書
に
よ
っ
て
確
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
九
月
二
十
九
日
、
我
が
国
と
北
朝
鮮
に
よ

る
外
務
省
局
長
級
協
議
（
以
下
、
「
協
議
」
と
す
る
。
）
が
中
国
は
瀋
陽
で
開
催
さ
れ
た
。

右
に
関
し
、
質
問
す
る
。

一

種
々
報
道
に
よ
る
と
、
「
協
議
」
に
お
い
て
、
我
が
国
側
は
拉
致
被
害
者
を
最
優
先
し
、
北
朝
鮮
に
よ
る
調
査
結
果
を
早

く
伝
え
る
こ
と
を
求
め
、
北
朝
鮮
側
は
調
査
を
担
う
特
別
調
査
委
員
会
（
以
下
、
「
特
別
委
員
会
」
と
す
る
。
）
に
よ
る
活

動
の
現
状
を
述
べ
る
に
と
ど
め
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
改
め
て
今
回
の
「
協
議
」
の
内
容
に
つ
き
、
可
能
な
範
囲
で
説
明

さ
れ
た
い
。

二

本
年
七
月
、
「
特
別
委
員
会
」
に
関
し
、
北
朝
鮮
は
①
拉
致
被
害
者
、
②
行
方
不
明
者
、
③
日
本
人
遺
骨
問
題
、
④
残
留

日
本
人
・
日
本
人
配
偶
者
の
四
つ
の
対
象
ご
と
に
分
科
会
を
設
け
て
い
る
。
我
が
国
と
し
て
、
特
に
拉
致
被
害
者
に
関
す
る

北
朝
鮮
の
調
査
結
果
の
報
告
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
国
政
府
に
対
し
て
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も

一



右
の
①
か
ら
④
の
対
象
に
関
し
、
五
月
の
協
議
、
七
月
の
協
議
で
、
具
体
的
に
い
つ
ま
で
に
調
査
結
果
を
我
が
国
側
に
伝
え

る
か
、
日
朝
間
で
約
束
は
な
さ
れ
て
い
た
の
か
。
確
認
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

二


